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～～設立のきっかけ～～

●飯坂町は、 高度成長期をピー

クに観光客が半減、町内には経

営不振や後継者不足などの要因

で廃業した旅館、 商店が点在。

●設立当初、住民と行政が協働で、

和風を基調とした美しい街並み

整備や、 住民主体によるイベ

ント開催など、 街づくりの機

運が高まる。

●飯坂町には、 新たな観光産業

を生み出す企業や団体が、 無

かった。

～～団体の目的～～

●地域資源（温泉や自然など）を

後世に、 守り伝えると共に、

新たな地域の特性を生かした観

光産業の調査、研究、企画、普

及、 啓発。

●観光客や地元住民によるコミュ
ニティ空間の形成。

●飯坂町の持続的な発展に尽力す
る人材の育成。
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私 た ち の 思 い 、考 え

●地域の課題

◆飯坂温泉へ集客。

◆観光客の市民のニーズに合わせた、

アクティビティなど楽しめる空間の

開発及び提供。

◆東京オリンピック、パラリンピック

も踏まえて、インバウンド対策。

◆駐車場及び空き家対策。

●目指す地域の姿

● 観光客も市民も誰もが、
住んで歩いて楽しい街

a

★ 飯坂温泉街に人波が、

絶えない街並みにする。

3



活 動 紹 介

１．まちづくりの推進を図る活動

●冒険あそび場運営事業
●心も体も元気で過ごすための支援事業

２．観光の振興を図る事業
◆摺上川ダム湖でのカヤックツアー
◆茂庭広瀬公園でのバーベキュー

３．まちづくりに関する連携事業
★飯坂地域まちづくり計画推進懇談会参画
★福島市市民活動サポートセンター運営協議会加盟
★福島市レクリエーション協会加盟
★子どもが自然で遊び楽校ネット加盟

４．学術、文化、芸術、スポーツにて振興
を図る活動

●茂庭っ湖TTレース
●スラックライン体験会in 飯坂温泉

●夏モニカツ（事務局）
●湯のまち飯坂･茂庭っ湖ﾏﾗｿﾝ（事務局）

５．地域の魅力を普及拡大する為の宣伝事業
◆新聞やテレビ、インターネット

◆モンベルフェア
◆東北ビジネスマッチ

６．目的を満たすためのその他の事業
★福島県 チャレンジインターンシップ受入

★復興庁 復興・創生インターン受入
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地域、住民、ボランティア、参加者の反応や変化

●冒険ひろば
・学童クラブ指導員より、日頃の子ども達との接し方
が変わった。子ども達自身の自発性が出てきたと言
った、ご意見を頂いております。

●カヤックツアー
・福島市内で手軽に体験できる、 新たなアウトドア
レクリエーションとして観光客や市民の皆様に、
自然を満喫しながら楽しんでいただいております。

●夏モニカツ
・開催を重ねるごとに、次年度
の、茂庭を離れて方々が、開
催を望まれている。また帰省

するきっかけになっている。

●心も体も元気で過ごすための支援
・福島市での生活が充実している。
・自分たちで開催する事が、 難しいので助かる。
・引きこもり防止に繋がる。
と言った。ご意見をいただいおります。
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協 働 に 向 け て

活動・組織での悩み
困っていること

①企業と協働
★地域課題

・飯坂温泉の空き家対策にともなう調査、企画、

立案、運用を行う。

★人材育成（協働再開するなかで人材育成）

・飯坂温泉にて、 観光客や市民が楽しめる空間を、

協働で調査、企画、立案、運営を行う。

②サポートしてほしいこと
★活動情報の発信

・インターネットやSNS活用の指導や人材派遣。
・企業と共同で、イベントやアクティビティ企画

をメディア特集として、取り上げていただく。

★資金不足

・自然体験を活用したチームビルディングを、企

業の研修にて活用していただく。

・社員旅行等に当法人を利用していただく。

①活動情報の発信力不足
・法人活動の情報の発信力が弱い。

②人材不足
・常勤スタッフの不足。

③新たな事業の取り組み
・空き家対策の調査、企画、立案、運用について

④資金不足
・自主財源に繋がる事業展開ができていない。

企業と協働したいこと
サポートしてほしいこと
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企業に向けてメッセージ
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1０年目となる当法人では、 飯坂町で歩いて住んで楽しい街にすることを目指して進んで
おり、さらなる飛躍を求めて企業との協働を求めて今回、飯坂町を出て県内の企業との新た
な出会いを求めております。それは、地域の中だけでは、考えが狭まってしまうため、外か
らの新しい風を感じたく参加しました。
地域で活動しているNPOと協働することにより、企業の皆様にとっても地域貢献や人材育

成、商品開発など、色々なメリットに繋がりますので、ぜひ私達NPO団体と協議していただ
けたらと思います。


